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使
っ
て・
育
て
る

こ
れ
か
ら
の

 

森
林
づ
く
り

国
産
材
の
利
用
促
進

﹇
特
集
﹈

撮
影
／
原
田
圭
介（
P.
３
〜
５
）　
イ
ラ
ス
ト
／
来
迎
純
子

日
本
は
国
土
の
66
・
３
％
を
森
林
が

占
め
て
お
り
、
世
界
で
も
有
数
の
森
林

国
で
す
。
そ
の
森
林
の
約
40
％
は
人
工

林
で
、
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
人
工
林
の

多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。

森
林
資
源
は
毎
年
約
１
億
㎥
増
加
し
、

現
在
の
蓄
積
量
は
約
49
億
㎥
。
そ
の
中

に
は
、
利
用
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
、
間

伐
な
ど
の
整
備
が
必
要
な
森
林
が
多
く

存
在
し
ま
す
。

森
林
は
、
土
砂
災
害
や
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
も
密
接
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
が
、

手
入
れ
を
せ
ず
に
放
置
す
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
弊
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

森
林
を
健
全
に
育
て
、
増
え
続
け
る

森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
に
は
、
国

産
材
の
利
用
を
拡
大
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

森
林
は「
育
て
る
」か
ら

「
使
う
」時
代
へ
！

国土面積
3,780万ha 森林

2,506万ha
（66.3％）

農地 454万ha
（12.0％）

宅地 192万ha
（5.1％）

その他 628万ha
（16.6％）

10月は
「木づかい推進月間」

資料 : 国土交通省資料（平成26年度土地に関する動向）
※注 : 平成25年の数値

カネイ林業・本戸三保子さん

日本は
世界有数の
森林国
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“食”おいしい日本！食 のジュニアPR大使ピンク・ベイビーズが行く

平成27年10月1日発行（毎月1日発行）

CONTENTS

3

22 明日をつくる vol.6

東日本の復旧・復興に向けて
施設園芸と地域木材活用で
地元の農業を守る

23 読者の声

16 MAFF TOPICS
MAFF PERSON
地域と国有林をつなぐ“国有林の顔”森林官
ミラノ国際博覧会最新 NEWS

「日本館イベント広場」で
地域の特色を活かした催しが大盛況！
あふラボ
酸もアルカリも使用せず！ 
果実の形をそのまま残す「酵素剥

はく

皮
ひ

」
NEWS
第54回農林水産祭「実りのフェスティバル」

「アグリビジネス創出フェア2015アア 」55 ～「知」の集積と地方創生～

14

弓削牧場［兵庫県］

トップランナー vol.6
ー今、この人たちが熱いー

10

水産煉製品新聞・土井雄弘編集長が案内する
小田原で知る魚食文化「かまぼこ」

ご馳走、東西南北 Vol.6 

メンバーのオススメの「郷土メシ」をご紹介

10 October 2015

写

Pick up
member!

少女11人のボーカルダンスユニット。「おいしい
日本！ 食のジュニアPR大使」として、次世代を担
う子どもたちに食と農業の大切さや日本食の魅
力などを伝える。

ピンク・ベイビーズとは…

鈴木 咲良　すずき さら

生年月日／2000年12月20日 　出身／東京都
特技／スキー、スノボー、ダンス　
趣味／踊ること、漫画を読むこと

長野のおばあちゃんちに遊びに行
くと「身体にいいものをたくさん食
べて大きくなりなさい」といって
手作りのおやきを出してくれます。
おばあちゃんお得意の野沢菜のお
やきは、モチモチの生地と甘辛く
炒めた野沢菜の餡のバランスが最
高！おいしくていつも食べ過ぎちゃ
うんです～！

長野県

おやき

特集

国産材の利用促進

使って・育てる
これからの森林づくり

表紙／平成27年度木材利用優良施設表彰で最優秀賞
である農林水産大臣賞を受賞した静岡県草薙総合運動
場体育館「このはなアリーナ」
設計者／株式会社内藤廣建築設計事務所
写真提供／静岡県

農林水産業や農山漁村は、食料の安定供給はもちろんのこと、
国土や自然環境の保全、良好な景観の形成などの多面的機能
の発揮を通じ、国民の皆さまの毎日の生活において重要な役
割を担っております。また、農林水産行政は、生産などの現場
に密着したものであると同時に、毎日の生活に深く関わってい
ます。農林水産省では『aff』を通じ、農林水産業における先
駆的な取り組みや農山漁村の魅力、食卓や消費の現状などを
紹介しております。

広報誌『aff（あふ）』について

メールマガジンのご案内
大臣メッセージや施策の紹介、イベント情報などをお届けする
『農林水産省メールマガジン』を毎週金曜日に発行しておりま
す。ぜひご登録ください。無料です。
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

ホームページのご案内
『aff』は農林水産省の
ホームページでもご覧になれます。
http://www.maff.go.jp/j/pr/aff/

編集・発行　農林水産省大臣官房広報評価課広報室
〒100-8950東京都千代田区霞が関 1-2-1
TEL.03-3502-8111（代表） FAX.03-3502-8766
http://www.maff.go.jp/

※平成 27年 10月 1日付の農林水産省組織再編により、編集・
発行が大臣官房広報評価課広報室に変更になりました。なお、
電話番号、FAX番号は変更ありません。

本誌に掲載した論文などで、意見にわたる部分は、
それぞれ筆者の個人的見解であることをお断りします。

フェイスブック・ツイッターのご案内
フェイスブック https://www.facebook.com/maffjapan

ツイッター https://twitter.com/MAFF_JAPAN

編集協力　株式会社 KADOKAWA
〒102-8177東京都千代田区富士見 2-13-3
TEL.03-3238-6255 FAX.03-3238-5832
http://www.kadokawa.co.jp

アートディレクション／樋口貴信（THE HiGUCHi）　
デザイン／石割亜沙子（lämpö）、GT BROS
編集スタッフ／西上範生

agriculture forestry fisher ies
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森
林
の
整
備
や
植
林
΁
と
ͭ
な
͛
て
い

け
る
の
で
す
。

日
本
の
木
材
需
要
は
２
０
０
９
年
を

底
に
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
木
材

の
総
需
要
量
に
占
Ί
る
輸
入
の
割
合
は
、

依
然
と
し
て
７
割
以
上
に
上
り
ま
す
。

国
内
の
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
る
中
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
と
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
木
材
生
産
を
担
う
山

村
地
域
の
多
く
は
高
齢
化
が
進
Έ
、
人

口
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
森

林
を
適
切
に
管
理
し
、
国
産
材
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
Ί
に
は
、
林
業
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
Ί
に
、
造

林
・
保
育
の
効
率
化

が
期
待
で
き
る
ί
ン

ς
φ
苗
の
導
入
や
、

高
性
能
林
業
機
械
を

活
用
し
た
効
率
的
な

作
業
γ
ε
ς
Ϝ
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
林
業
就
業
に

意
欲
的
な
若
者
に

対
し
て
、
基
本
的

な
技
術
の
習
得
を

支
援
す
る
「
緑
の

雇
用
」
事
業
を
平

成
15
年
度
か
ら
実

施
。
新
規
就
業
者

数
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化
に

向
͚
ͨ
取
Γ
組
Έ

間伐

樹木の生長に応じて、
一部の植栽木を伐採
し、立木密度を調整す
る

（～50林齢）

主伐

柱や板の原料にでき
る太さまで育った木を
伐採する

伐採した木は、利用し
やすい長さにそろえて
から搬出される

（50～100林齢）

カネイ林業・本
も と ど

戸三保子さんに聞く

静岡県浜松市で林業に従事する本戸三保子さん（31歳）
は千葉県の出身。大学のインターンシップで森林組合を訪
れたのを機に、この道を志しました。「女性の自分にこの仕
事が務まるのか分からなかったけれど、とにかくやりたいという
気持ちだけでした」
本戸さんは、「林業女子会＠静岡」の創設メンバーの一人。

一般の人に林業について知ってもらい、木の良さを感じても
らうための活動も行っています。
「林業を良くしたくて飛び込んだ世界。間伐をすれば山はき
れいになるし、苗も植えれば生長する。満足感はありますが、
自分の手が届く範囲しか
変えていけないのは、と
てももどかしいです」
林業の再生には、国

産材の利用拡大が不可
欠。「価値を知って、もっ
と多くの人に木を使って
欲しい」と語っています。

親方の青山有一さんと二人三脚で、
早朝から夕暮れまで作業に当たる

「木の良さを知って
  もっと使って欲しい」

 使って・育てる
これからの
森林づくり

作業の効率化や林業従事者の負
担を軽減する目的で、20年ほど前か
ら高性能林業機械の開発と普及を
進めています。集材をするフォワーダ
や、枝払い・玉切りを行うプロセッサ
など、6,228台（2014年３月末現在）
が生産現場 で使用されています。

林業の生産性向上に向けた取り組み

女性でも無理なく作業ができる
写真提供／神子沢林業

高性能林業機械の活用
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森
林
は
木
材
を
生
産
す
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
を
通
じ
て
私
た

ち
の
生
活
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

根
が
土
壌
を
固
定
し
て
土
砂
災
害
を

防
止
し
、
土
の
表
面
が
下
草
や
落
ち
葉
、

枝
な
ど
で
覆
わ
れ
る
こ
と
で
、
雨
水
等

に
よ
る
土
壌
の
浸
食
や
流
出
を
防
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
の
土
壌
が
雨
水

を
蓄
え
て
徐
々
に
河
川
に
流
す
こ
と
で
、

洪
水
の
緩
和
や
水
質
の
浄
化
機
能
を
担

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
木
々
は
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
炭
素
を

貯
蔵
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
貢

献
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
国
土
保
全
、
水
源
の
涵か
ん

養
、

地
球
環
境
保
全
な
ど
の
機
能
は
、「
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
機
能
を
将
来
に
わ
た

っ
て
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
に
は
、
森

林
を
適
切
に
整
備
・
保
全
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

国
内
の
人
工
林
に
は
間
伐
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
あ

る
も
の
も
多
く
、
健
全
な
状
態

を
取
り
戻
す
に
は
「
植
え
る
↓

育
て
る
↓
伐
採
す
る
↓
利
用

す
る
」
と
い
う
流
れ
を
循
環

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
循
環
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
が
、
木
材
の

利
用
で
す
。
国
産
材
を
積

極
的
に
使
う
こ
と
で
、
木

材
の
代
金
が
山
村
に
戻
り
、

多
面
的
機
能
の
維
持
に
は

森
林
整
備
が
不
可
欠

健全な
森林を育てる
林業の生産現場
森林を整備し、木材を生産する現場では、
林業の成長産業化に向けた取り組みを進めています。

「植栽」「下刈り」「除伐」「間伐」など、
木の生長に合わせて適切な整備を行うことで、

健全な森林がつくられていきます。

豊かな森林をつくる

植栽

伐採跡地を地ごしらえ
して雑草やかん木など
を取り除いたあと、苗
木を植え付ける

（１林齢）

下刈り

植栽した木に日光が
当たるよう、苗木の生
長を妨げる植物を除
去する

（１～５林齢）
て、
採
す

除伐

植栽木の生長を妨げ
る雑木や、形質が悪く
育つ見込みのない植
栽木を取り除く

（10林齢～）

林業の生産性向上に向けた取り組
み

コンテナ苗の導入

専用の器具であけた小さな穴に差し込み、軽く踏み固めるだ
けで植えられるので、作業時間の短縮が可能に

コンテナ苗とは、特殊な形状の容器を使って育てた苗
木のこと。根鉢の形状が均一なので大きな穴を掘る
必要がなく、根付け作業が効率的に行えます。また、
根と培地が一体化していることから、活着（苗が土に根
付くこと）もおおむね良好です。伐採と造林の一貫作
業に用いやすく、造林・保育の効率化とコスト削減の
ため、各地で導入が進められています。

森林を
つくる
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バーカという機械で樹皮をむいた原木に木取りを行い、
機械で必要な寸法に切り出していく

新たな木材需要の創出に
向けた取り組み

CLT（直交集成板）の普及

ＣＬＴパネルを使った建築物の施工の様子

ＣＬＴはひき板を繊維方向が直交するように積み重ねて接着し
た重厚なパネルで、大きな面で利用できる強い構造材です。
断熱性、耐火性、耐震性に優れているほか、コンクリート製品
より軽いので基礎工事等の簡素化が見込め、施工がシンプ
ルになり、工期の縮減も可能です。すでに欧米を中心に、中
高層建築物などに採用されています。農林水産省では、国
土交通省とも連携し、昨年11月に公表したロードマップに沿っ
て、本格普及に向けた取り組みを着実に進めています。

木材チップ
原木や工場の残材、解体材などを機械にかけて切削・破砕した木材
の小削片。製紙工場、木質ボード工場、バイオマス発電施設など
に出荷される。
主な用途

紙・板紙の原料、木質ボードの原料、燃料など

集成材
一定の寸法に加工された複数のひき
板（ラミナ）を、繊維方向が平行にな
るように並べて接着したもの。

主な用途

住宅から大規模建築物ま
での建築用材など

 使って・育てる
これからの
森林づくり

再生可能エネルギーの固定価格買取制
度を活用した木質バイオマス発電施設

おが粉や端材などを圧縮成型してつくら
れる木質ペレット

未利用間伐材や製材残材などを「木質バイオマス」として発
電やボイラーの燃料に活用する取り組みを推進。公共施
設や一般家庭でも木質バイオマスを燃料とするボイラーやス
トーブの導入が進んでおり、木質ペレットの生産量も増加
中です。地域内にある木質資源を活用するので、地域の
雇用・所得の創出なども期待されています。

木質バイオマスのエネルギー利用
新たな木材需要の創出に

向けた取り組み
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製材品（無垢材）
原木を切

せっさく

削加工して寸法を調整した
製品。断面の寸法によって板類、ひ
き割類、ひき角類などの種類がある。

主な用途

住宅の柱・梁
はり

などの建築用材、梱包用材、家具
建具用材など
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豊
富
な
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
幅
広
い
用
途
で
新
た
な
木
材
需

要
の
創
出
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
産

材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
体
制
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

木
材
の
加
工
・
流
通
を
担
う
木
材
産

業
で
は
、
現
在
、
そ
の
た
め
の
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
工
場
の
大
規
模
化
で

す
。
福
島
県
に
工
場
を
持
つ
協
和
木
材

（
本
社
・
東
京
都
江
東
区
）
で
は
、
地

域
で
生
産
さ
れ
た
木
材
を
大
量
か
つ
安

定
的
に
加
工
で
き
る
施
設
を
整
備
。
原

木
の
調
達
か
ら
製
材
加
工
、
製
品
販
売

ま
で
を
自
社
で
手
掛
け
、
品
質
や
性
能

の
面
で
競
争
力
の
あ
る
製
品
を
低
コ
ス

ト
で
供
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
複
数
の
工
場
が
連

携
し
て
大
規
模
化
に
取
り
組
む
事
例
や
、

地
域
の
生
産
者
・
製
材
工
場
・
工
務
店

等
が
協
力
し
て
特
色
の
あ
る
家
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
に

向
け
て
、
中
高
層
建
築
物
等
の
木
造
化

を
可
能
に
す
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（C

ro
s

s 

Lam
inated T

im
ber

）な
ど
の
開
発
・

普
及
を
推
進
。
国
産
材
に
よ
る
「
都
市

の
木
質
化
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
（
木
材
由
来
の
再
生

可
能
な
資
源
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な

ど
も
、
近
年
大
幅
に
拡
大
中
で
す
。

加
工
・
流
通
体
制
を
整
備
し

国
産
材
を
安
定
的
に
供
給

林業を支える
木材加工のいま

合板
大根の“かつらむき”の要領で原木から薄い単板
（ベニア）を製造し、繊維方向が互いに直交する
ように重ねて接着した板。

主な用途

住宅の壁・床・屋根の下地、コンクリート型枠、家具建具用材など

木の
加工

国産材の原木はおよそ６割が製材工場へ、２割が合板工場へ、
２割がチップ工場へ供給され、さまざまな製品に加工されます。

写真提供／協和木材、名南製作所
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建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
を
広
く
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
10
月
に
施
行

さ
れ
た
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に

基
ͮ
き
、
国
が
整
備
す
る
低
層
の
公
共

建
築
物
は
原
則
木
造
化
す
る
な
ど
の
目

標
を
設
定
。
全
都
道
府
県
と
１
４
８
７

市
町
村
（
27
年
７
月
末
現
在
、
全
国
市

町
村
の
85
％
）
で
΋
、
国
の
基
本
方
針

に
則
し
た
木
材
利
用
方
針
の
策
定
が
完

了
し
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
の
΄
か
、
学
校
、
老
人
ϗ

ồ
Ϝ
や
保
育
所
、
病
院
、
体
育
館
、
鉄

道
等
の
λ
ồ
ϛ
φ
ϧ
な
ど
、
国
産
材
を

使
用
し
た
公
共
建
築
物
が
全
国
に
広
が

ỳ
て
い
ま
す
。

「
植
͑
る
↓
育
て
る
↓
伐
採
す
る
↓
利

用
す
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循
環
を

維
持
す
る
上
で
、
木
材
利
用
の
拡
大
が

重
要
な
Χ
Ϊ
を
握
ỳ
て
い
る
の
で
す
。

 使って・育てる
これからの
森林づくり

北海道 恵庭市 黄金ふれあいセンター
上川郡当麻町 当麻町公民館まとまーる
様似郡様似町 様似小学校

青森県 下北郡東通村 東通村乳幼児センター
岩手県 気仙郡住田町 住田町役場

宮古市 三陸北部森林管理署
一関市 一関市立花泉図書館

宮城県 仙台市 泉岳自然ふれあい館
岩沼市 岩沼市東児童館

秋田県 秋田市 秋田駅西口バスターミナル
秋田市 国際教養大学図書館

山形県 南陽市 南陽市文化会館
鶴岡市 自然学習交流館ほとりあ

福島県 河沼郡会津坂下町 会津坂下東幼稚園
茨城県 つくば市 横浜植物防疫所つくばほ場
栃木県 鹿沼市 粟野第一小学校
群馬県 沼田市 沼田中学校
埼玉県 飯能市 飯能市立図書館

秩父郡皆野町 秩父消防署北分署
熊谷市 農業大学校

千葉県 流山市 えどがわ森の保育園
東京都 八王子市 京王電鉄高尾山口駅

江東区 有明中学校
神奈川県 秦野市 表丹沢野外活動センター
新潟県 南魚沼市 南魚沼市立浦佐こども園
富山県 下新川郡朝日町 さくら保育園
石川県 能美市 宮竹保育園
福井県 越前市 南越特別支援学校
山梨県 韮崎市 すずらん保育園
長野県 長野市 エム・ウェーブ
岐阜県 岐阜市 ぎふメディアコスモス
静岡県 静岡市 草薙総合運動場体育館

浜松市 浜松市天竜区役所
沼津市 コンベンションぬまづ

愛知県 新城市 黄柳川小学校
名古屋市 地域緩和ケアセンター
長久手市 県立芸術大学音楽学部校舎

三重県 いなべ市 笠間保育園
滋賀県 長浜市 高月認定こども園
京都府 京丹後市 かぶと山こども園
大阪府 和泉市 横山きのみ保育園
兵庫県 神崎郡神河町 神河町立神崎小学校・幼稚園
奈良県 吉野郡十津川村 十津川中学校
和歌山県 和歌山市 秋葉山県民水泳場
鳥取県 西伯郡大山町 明和さくらの丘保育園
島根県 邑智郡邑南町 邑南町役場瑞穂支所
岡山県 倉敷市 岡山県立倉敷まきび支援学校
広島県 庄原市 東城小学校
山口県 阿武郡阿武町 道の駅阿武町
徳島県 勝浦郡勝浦町 勝浦中学校
香川県 高松市 栗林公園管理事務所
愛媛県 西条市 西条市役所
高知県 高知市 こうち旅広場

高岡郡四万十町 四万十町役場
高岡郡中土佐町 中土佐町立久礼中学校

福岡県 福岡市 九州大学伊都ゲストハウス
佐賀県 武雄市 武内公民館
長崎県 諫早市 西諫早幼稚園
熊本県 上益城郡益城町 阿蘇くまもと空港

上天草市 上天草市役所
大分県 大分市 JR九州大分駅
宮崎県 東諸県郡綾町 綾中学校
鹿児島県 西之表市 せいざん病院

熊毛郡屋久島町 あゆみの森幼稚園
沖縄県 国頭郡東村 東村立保育所

国産材を使った公共建築物

黄金ふれあいセンター
（北海道恵庭市）

すずらん保育園
（山梨県韮崎市）

有明中学校
（東京都江東区）

綾中
（宮

粟野第一小学校
（栃木県鹿沼市）

えど
（千

コン
（静

西条市役所
（愛媛県西条市）

地域緩和ケアセンター
（愛知県名古屋市）

せい
（鹿

勝浦中学校
（徳島県勝浦郡勝浦町）

笠間保育園
（三重県いなべ市）

阿蘇くまもと空港
（熊本県上益城郡益城町）

このほかにも国産材を使った公共建築物はまだまだあります！
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工
場
で
加
工
さ
れ
た
木
材
は
、
住
宅

や
製
紙
、
土
木
資
材
、
梱
包
用
資
材
、

家
具
な
ど
の
製
品
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
木
材
需
要
量
の
う
ち
、
約
４

割
を
占
め
る
の
が
建
築
用
木
材
で
す
。

国
産
材
に
限
定
し
た
場
合
、
総
需
要
量

の
約
55
％
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
そ

の
他
の
用
途
に
比
べ
て
需
要
拡
大
の
余

地
が
大
き
い
た
め
、
建
築
用
木
材
の
利

用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
木
材
全
体
の

需
要
増
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
国
で
は
公
共

建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
を
広
く
進

公
共
建
築
物
で
の

木
材
利
用
が
拡
大

 建築用材に
もっと国産材を！
公共建築物に国産材を利用することで、
木材全体の需要拡大を目指しています。

国際教養大学図書館
（秋田県秋田市）

飯能市立図書館
（埼玉県飯能市）

南陽市文化会館
（山形県南陽市）

黄柳川小学校
（愛知県新城市）

かぶと山こども園
（京都府京丹後市）

ぎふメディアコスモス
（岐阜県岐阜市）

綾中学校
（宮崎県東諸県郡綾町）

えどがわ森の保育園
（千葉県流山市）

コンベンションぬまづ
（静岡県沼津市）

せいざん病院
（鹿児島県西之表市）

住田町役場
（岩手県気仙郡住田町）

秋田駅西口バスターミナル
（秋田県秋田市）

様似小学校
（北海道様似郡様似町）

当麻町公民館まとまーる
（北海道上川郡当麻町）

自然学習交流館ほとりあ
（山形県鶴岡市）

木を
使う

写真提供／木材利用推進中央協議会、国際教養大学、シブヤスタジオ、住田町、鶴岡市、日建設計
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ϖ
ồ
ε
を
ത
෺
ؗ
に
վ

૷
し
た
そ
う
で
す
。

か
ま
ぼ
こ
৬
ਓ
の

ख
࢓
ࣄ
を
໨
の
౰
た

り
に
し
た
り
、
൘
෇
͚

に
௅
ઓ
し
た
り
。
か
ま

ぼ
こ
に
਌
し
Ή
貴
重
な

৔
と
な
ỳ
て
い
ま
す
。

「
খ
ా
ݪ
の
か
ま
ぼ
こ

が
༗
໊
に
な
ỳ
た
の
に

は
、
̏
つ
の
理
༝
が
あ

る
と
ݴ
わ
れ
て
い
ま
す
。
ശ
ࠜ
を
越
͑

る
౦
ւ
ಓ
ޒ
े
ࡾ
࣍
の
॓
৔
ொ
で
、
ࢀ

ۈ
ަ
代
な
ど
ਓ
の
ԟ
དྷ
が
ଟ
か
ỳ
た
こ

と
と
、
ւ
が
ۙ
い
こ
と
。
そ
し
て
い
ͪ

͹
ん
重
要
な
の
が
、
か
ま
ぼ
こ
作
り
に

は
ܽ
か
せ
な
い
、

ਫ
に
ܙ
ま
れ
て
い

た
こ
と
で
す
」
と

ླ
ኍ
の
޿
ใ
ɾ
ദ

໦
一
ॱ
さ
ん
は
ݴ

い
ま
す
。

小
田
原
の
蒸
し

か
ま
ぼ
こ
の
製
造

工
程
は
、「
魚
の

身
を
取
る
↓
水
に

晒さ
ら

す
↓
水
分
を
絞

る
↓
身
を
す
る
↓

板
付
け
↓
蒸
す
」

の
お
よ
そ
６
工
程
。

ؙ
う
ా
代
の
͝

ओ
ਓ
、
ా
代
༐
生

か
ま
ぼ
こ
が
い
つ
ど
こ
で
生
ま
れ
た

の
か
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
要

な
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
る
魚
を
無
駄
に
せ

ず
、
お
い
し
く
食
す
工
夫
と
し
て
、
各

地
で
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

平
安
時
代
の
宮
廷
の
料
理
や
調
度
を

記
し
た
『
類
る
い
じ
ゅ
う
ぞ
う
よ
う
し
ょ
う

聚
雑
要
抄
』
と
い
う
古
文

書
に
は
、
西
暦
１
１
１
５
年
に
貴
族
の

引
越
し
祝
い
膳
の
一
品
と
し
て
「
蒲

鉾
」
の
絵
と
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
９
０
０
年
。
11
月
15
日
を
か

ま
ぼ
こ
の
日
と
し
て
、
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

魚
を
す
り
身
に
し
て
成
形
し
、
焼
く
、

蒸
す
、
揚
げ
る
、
茹
で
る
な
ど
加
熱
処

理
を
し
た
魚
肉
の
練
り
製
品
は
す
べ
て

「
か
ま
ぼ
こ
」
と
呼
ば
れ
る
。
形
や
加

熱
方
法
の
違
い
で
、
竹
輪
、
板
か
ま
ぼ

こ
、
さ
つ
ま
揚
げ
、
は
ん
ぺ
ん
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
と
な
る
。

ശ
ࠜ
の
΄
ど
ۙ
く
、「
ླ
ኍ 

か
ま
ぼ

こ
の
ཬ
」
の
一
ը
に
か
ま
ぼ
こ
ത
෺
ؗ

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
ླ
ኍ
蒲
鉾
の
工

৔
で
し
た
。
か
ま
ぼ
こ
が
Կ
か
ら
で
͖

て
い
る
の
か
஌
ら
な
い
ࢠ
ど
も
た
ͪ
が

૿
͑
、
も
ỳ
と
か
ま
ぼ
こ
の
こ
と
を

஌
ỳ
て
も
ら
い
た
い
と
、
平
੒
̔
年
に

工
৔
を
൒
෼
ͩ
͚
࢒
し
て
、
あ
と
の
ε

さ
ん
は
、「
日
ຊ
の
ਫ
は
ೈ
ਫ
で
す
が
、

খ
ా
ݪ
の
ਫ
は
ೈ
ਫ
の
த
で
は
গ
し
ߗ

度
が
ߴ
く
、
ϛ
ω
ϥ
ϧ
෼
が
ଟ
い
。
こ

れ
が
か
ま
ぼ
こ
作
り
に
ద
し
て
い
る
の

で
す
。
ਫ
が
ม
わ
る
と
ἔ
ࡽ
し
が
͖
か

な
い
ἕ
と
い
う
こ
と
も
ى
こ
り
ま
す
」

と
ਫ
の
ൿ
ີ
を
ڭ
͑
て
く
れ
ま
し
た
。

খ
ా
ݪ
の
ਫ
が
ϛ
ω
ϥ
ϧ
෼
๛
෋
な
地

Լ
ਫ
ͩ
ỳ
た
か
ら
こ
そ
、
༨
෼
な
ࢷ
෼

と
ष
Έ
を
མ
と
し
、
্
品
な
魚
の
ࢫ
ຯ

ͩ
͚
を
࢒
し
た
、
ਅ
ỳ
ന
な
か
ま
ぼ
こ

作
り
が
Մ
ೳ
と
な
ỳ
た
の
で
す
。

魚
を
さ
ら
に
お
い
し
く
す
る

先
人
の
知
恵
と
工
夫

かまぼこʹ ͳる魚
小田原かまぼこの特௃はʮ し͋ʯとݺ
͹れる஄ྗに る͋。ಠ特な஄ をྗੜ
Ήのが原材ྉのڕ、͙ ち（いしもち）。
長࡚΍౦ೆΞジΞで֫ړされ、ੜの
ままか、͢り਎にしてӡ͹れる。

魚の਎Λࡽ
㆕㇉

す水
͓いしいかまぼこをࢧ る͑、෋࢜山΍
ശࠜ、୮୔山ܥの๛かな෬ྲྀ水。
మ෼、カϧγ΢ϜなͲ小田原の水の
๛෋なϛωϥϧ෼が、ڕをચ͏作業
。にॏ要な໾໨をՌͨ͢（しࡽ）

࢖Λࡐ産ࠃ औ͏Γ૊Έ
小田原蒲鉾協同組合をத৺に、৿
ྛ組合΍ړ協なͲがスΪؒെ材をར
༻しͨかまぼこ板を։ൃ。૬໛࿷の
஍ڕと஍ݩの໦材にΑる商品は、海
と৿をͭな͙ ৅௃となͬ ている。

ླኍ かまぼこのཬ
ʮかまぼこ博物館ʯ、ʮ鈴廣蒲鉾ຊళʯ、かまぼこ΍
小田原໊産品をѻ͏ʮ鈴なりࢢ৔ʯ、食事ॲの
ʮઍੈ࿧ᒭʯ΍όΠΩϯάϨストϥϯʮ れ͑Μな͝ ͬ
ͦʯなͲ、かまぼこ΍小田原の͓いしいものが集ま
る৔ॴ。

ਆಸ઒ݝ小田原ࢢ෩245ࡇ

ླኍו๶ຊళ
ὸ0465-22-3191（代）
Ӧ業࣌ ɿؒ9࣌ʙ18࣌

かまぼこത෺ؗ
ὸ0465-24-6262
Ӧ業࣌ ɿؒ9࣌ʙ17࣌

小田原かまぼこ౾知ࣝ

左／館಺にలࣔされているΨϚのึ。かまぼこがੜま
れͨ౰࣌、۲に り͢਎を͖ͭרけͨ形がʮΨϚのՖึʯ
にࣅていͨのでʮ蒲鉾ʯと໊付けられ とͨい͏
右／機ցԽされる前は手作業でڕを͢ てͬいͨ

かまぼこ博物館の手作り教
室（要予約）。͢ り਎の板付
けにເதのࢠͲもͨち

左／板付けから蒸し上͛まで、職人が手作り͢ るʮࠓݹʯ。1ຊ
3,500ԁ（੫別）
右／఻౷をܧঝしͭͭ、新ͨな商品΍取り組ΈにνャϨϯジして
いる鈴廣蒲鉾ຊళ

写真提供／ؙ͏ 田代ɹ័ຊళ
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か
ま
ぼ
こ
が
い
つ
ど
こ
で
生
ま
れ
た

の
か
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
要

な
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
る
魚
を
無
駄
に
せ

ず
、
お
い
し
く
食
す
工
夫
と
し
て
、
各

地
で
作
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

平
安
時
代
の
宮
廷
の
料
理
や
調
度
を

記
し
た
『
類
る
い
じ
ゅ
う
ぞ
う
よ
う
し
ょ
う

聚
雑
要
抄
』
と
い
う
古
文

書
に
は
、
西
暦
１
１
１
５
年
に
貴
族
の

引
越
し
祝
い
膳
の
一
品
と
し
て
「
蒲

鉾
」
の
絵
と
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
９
０
０
年
。
11
月
15
日
を
か

ま
ぼ
こ
の
日
と
し
て
、
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

小田原で知る
魚食文化 「かまぼこ」

水産煉製品新聞・土井雄弘編集長が案内する

Vo l . 6

魚をよりおいしく食べるために生まれたかまぼこ。伝統食である一方、今も進化を続け、今年は900年を迎えます。
水産物の消費量が減少する中、ますます期待されるかまぼこの魅力を探して小田原を訪ねました。
取材・文／一志りつ子　撮影／永野佳世

かまぼこ博物館の手づくり体験教室（要予約）。職人の指導のもと、かまぼことちく
わを作れる

写真提供／鈴廣かまぼこ

左／手で板にかまぼこを付ける熟練職人の技術。特別
な商品だけの仕事
右／かまぼこの蒸し上がり。白さと山高な形が小田原か
まぼこらしさ

土
ど

井
い

雄
かつ

弘
ひろ

さん
今回の案内人

かまぼこジャーナリスト。食品業界
紙数社を経て、20年前に全国蒲
鉾水産加工業協同組合連合会の
機関紙・水産煉製品新聞第 4代
編集長に。全国のかまぼこ職人、
企業をはじめ、海外20カ国以上の
かまぼこ事情を取材している。
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೻ຏṗで揚がったはも100ˋのかまぼこ。すり਎
をはものൽに෇けてমき上͛、一ඖまる͝ とのܗ
に࢓上͛て͋ る。1ຕ3,402円（税込）。

鱧皮かまぼこ　ヤマサ蒲鉾　☎079-335-3555（代）

෩味かまぼこの原఺、かにかまぼこ。ओな原材
料はすけ うͦだらのྫྷౚすり਎。かにかまぼこは、
ত࿨40年代ޙ൒に生まれ、今ではւ֎のϨετ
ϥϯでもར༻されている。

ϑΟογϡενοΫ　େ࡚ਫ1291-277-082☎　࢈ 

Ӊ࿨ౡ近ւで֫れた΄たる͡ Ό
こや小魚を丸 と͝すりつͿし、ਫ
しͤͣに揚͛たかまぼこ。1ࡽ

ຕ160円（税別）。

ख଄Γ͡ Όこఱ
Տ内԰蒲鉾
☎0895-22-7700（代）

のఱવえͦ࢈県ઋ࡚港に揚がる近ւޱࢁ のみで
作ったかまぼこ。板の上Լからমく「মきൈき」と
いう製法のたΊ、板がബく、かまぼこのഎが௿いの
も特徴。1本972円（税込）。

඿ઍௗʢେ൘ʣ
େ࿨蒲鉾
☎0837-26-0611（代）

ͻらΊ、きち͡ なͲの白਎魚の਎
をแஸでつͿして、ฏたく໦の༿
࡫にしてমいて作られたのがܗ
かまぼこのは͡ まり。ࣸਅは、た
ら、いとΑり、ぐち、きち͡ のଞに
ఱવਅୄをՃえたこだわりの品。
1ຕ250円（税込）。

Ѩ෦ͷ࡫かまぼこ ۛḤ࡫
Ѩ෦蒲鉾店　70120-23-3156

೔本௡ʑӜʑɺ
ผかまぼこҊ಺ڕ
໨の前の浜で揚がった魚をແବなく生かすたΊに、日
本֤地でかまぼこが作られてきました。ͦの浜ならでは
の魚を使い、মく、ৠす、揚͛る、ᣐでるなͲ、Ճ೤ํ法
もいΖいΖ。地ํ৭๛かなかまぼこを、日本の伝統৯と
してະ来΁つな͛ たいものです。

さΊのすり਎に、ࢁҶやでん΀んをՃえてᣐでたも
のがはん΃ん。ࣸਅは生のΑしきり͟ Ίや͋お͟
Ίを使って一ຕ一ຕ手作業でܕͲりしてᣐで上͛
たもの。1ຕ422円（税込）。

खऔΓ൒΃Μ　神ໜ　☎03-3241-3988

味のೱい๺ւಓ࢈फീがれい
のすり਎50 と̀弾力の る͋しΖぐ
ち50 を̀使って、100年前の味
をݱ࠶したかまぼこ。1ຕ700円
（税込）。

෮ݹ൛ फീೖ֯ম
େീ܀原蒲鉾店
☎0134-22-2566
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江
戸
時
代
に
は
、
他
の
地
域
同
様
小

田
原
で
も
、
地
元
で
獲
れ
た
魚
が
か
ま

ぼ
こ
の
材
料
で
し
た
。
し
か
し
、
お
い

し
い
か
ま
ぼ
こ
を
と
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
過
程
で
、
ぐ
ち
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
田
原
の
か

ま
ぼ
こ
の
「
あ
し
」
と
呼
ば
れ
る
弾
力

は
、
ぐ
ち
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
、
長
崎
や
下
関

で
ぐ
ち
が
大
量
に
揚
が
る
よ
う
に
な
る

と
、
小
田
原
で
は
貨
物
列
車
で
ぐ
ち
を

仕
入
れ
始
め
ま
し
た
。

「
冷
凍
車
も
な
い
時
代
、
獲
っ
て
か
ら

３
、４
日
か
け
て
氷
詰
め
で
着
く
の
で
、

腐
る
寸
前
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、

ア
ミ
ノ
酸
が
増
え
て
、
い
ち
ば
ん
お
い

し
い
状
態
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

の
臭
み
を
取
り
旨
味
を
残
す
の
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
職
人
の
勘
で

行
う
水
晒
し
と
い
う
工
程
で
す
」
と
田

代
さ
ん
。
や
は
り
、
小
田
原
の
水
が
あ

り
、
そ
の
晒
し
こ
そ
小
田
原
か
ま
ぼ
こ

の
職
人
技
な
ん
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

晒
し
の
回
数
は
「
職
人
が
魚
を
見
て
決

め
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

他
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
が
地
場
の

魚
を
使
っ
て
い
る
の
に
、
小
田
原
だ
け

が
何
百
キ
ロ
も
離
れ
た
場
所
か
ら
魚
を

調
達
し
た
。
流
通
の
発
達
し
た
今
で
は

あ
た
り
前
で
す
が
、
当
時
で
は
途
方
も

な
い
こ
と
で
す
。
日
本
中
の
か
ま
ぼ
こ

店
か
ら
小
田
原
は
バ
カ
な
こ
と
を
や
っ

て
る
、
魚
が
腐
っ
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い

か
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
無
謀
な
賭

け
に
出
て
も
、
弾
力
の
あ
る
上
質
な
か

ま
ぼ
こ
を
作
ろ
う
と
い
う
、
小
田
原
の

気
概
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

昭
和
34
年
、
冷
凍
す
り
身
技
術
が
開

発
さ
れ
、
か
ま
ぼ
こ
作
り
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
る
。
か
ま
ぼ
こ
の
原
材
料

は
地
元
の
魚
が
主
流
だ
っ
た
の
が
、
す

け
そ
う
だ
ら
、
え
そ
、
み
な
み
た
ら
、

い
と
よ
り
な
ど
の
冷
凍
す
り
身
に
変

わ
っ
て
い
く
。
小
田
原
で
も
冷
凍
す
り

身
に
加
工
さ
れ
た
ぐ
ち
を
使
い
始
め
る
。

籠
清
の
石
黒
太
郎
専
務
は
、
年
に
２
、

３
回
は
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
ぐ
ち
の
す

り
身
工
場
を
訪
問
す
る
と
い
い
ま
す
。

「
ぐ
ち
も
自
然
界
の
も
の
。
時
期
に

よ
っ
て
良
し
悪
し
が
あ
り
、
そ
の
ば
ら

つ
き
の
調
査
な
ど
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
漁
獲
量
減
少
で
、

量
の
確
保
も
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
を
作
り
続
け
て

い
く
た
め
に
も
、
貴
重
な
資
源
は
上
手

に
使
わ
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
現
状
を
案
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

小田原  籠清本店
文化11年創業、今年で201年を迎
える老舗。伝統の製法でしなやか
な弾力と魚の旨味をもったかまぼこ
を守る。近くの小田原漁港で揚が
る地魚を使った季節商品にも取り
組む。

神奈川県小田原市本町3-5-13
☎0465-22-0251（代）
営業時間：8時30分～18時30分

晒
し
の
技
こ
そ

小
田
原
か
ま
ぼ
こ
の
強
み

左／商品説明をする石黒太郎専務（左）
右／昨年発売した創業200年記念かまぼこ。原
材料にぐち、むつ、おきぎすを使ってしなやかさと弾
力を出している。1本2,100円（税込）

鱧皮かまぼこ　ヤマサ蒲鉾　☎079-335-3555（代）

丸う田代  總本店
明治初年の創業以来、かまぼこ作
り一筋に打ち込んできた老舗。変
わらぬ味と品質を守り続け、2019
年には150周年を迎える。

神奈川県小田原市浜町3-6-13
☎0465-22-9222
営業時間：8時～19時
＊12/31は8時～17時
　1/3～ 6は8時～18時
定休日：1/1～ 2

商品の「冨士」を手に、かまぼこの話が尽
きぬ田代勇生社長（左）

職
人
の
技
術
の
継
承
や
水
産
資
源
の

保
護
な
ど
、
課
題
も
多
い
な
か
、
冷
凍

す
り
身
に
よ
る
味
の
均
一
化
に
負
け
ず
、

地
魚
の
特
色
を
打
ち
出
し
た
か
ま
ぼ
こ

作
り
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
田
原
で
は
、
伝
統
的
な
手
作
り
を

絶
や
さ
ぬ
た
め
の
職
人
育
成
、
森
づ
く

り
な
ど
の
環
境
保
全
と
い
っ
た
地
道
な

活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

１
５
０
年
、
２
０
０
年
と
続
く
老
舗
の

底
力
に
、
か
ま
ぼ
こ
の
未
来
が
託
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

左／愛知の白みりんをふんだんに
使うのが丸うの特徴。店内には、
80年以上前の醸造元特製、みり
んの名入り鏡が今も飾られている。
右／魚の旨味が凝縮された「小田
原蒲鉾 上小板」。930円（税別）
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vol.6    YUGE FARM (Hyogo)

1943೥

1970೥

1983೥

1984೥
　

1985೥

1987೥

1988೥

1998೥

2000೥

2012೥

初代・弓削吉道氏、
有限会社箕谷酪農場を設立

現在地で牧場の運営を始める

二代目・弓削忠生氏、
代表取締役に就任

カマンベールチーズの試作開始

カマンベールチーズ、フロマージュ・フレの製造販売開始

チーズハウス「ヤルゴイ」建設

弓削和子氏を代表取締役に
有限会社レチェール・ユゲ設立

菓子工房でスコーンやケーキを製造開始

ホエイソープを販売開始

メタンガス発生の実証実験を開始

神
戸
市
の
郊
外
、
六
甲
山
の
西
側
の

丘
陵
に
約
９
ha
の
牧
場
が
あ
り
ま
す
。

牛
を
ス
ト
レ
ス
な
く
育
て
る
た
め
、

24
時
間
の
放
牧
を
行
う
。
無
理
に
多
く

の
乳
量
を
求
め
な
い
。
生
乳
は
高
温
の

瞬
間
殺
菌
で
は
な
く
、
摂
氏
65
度
で
30

分
間
の
低
温
殺
菌
を
行
い
、
有
益
な
微

生
物
を
生
か
し
た
ま
ま
に
す
る
│
│
。

こ
だ
わ
り
抜
い
た
製
法
の
牛
乳
と
生
チ

ー
ズ
で
知
ら
れ
る
、
弓
削
牧
場
で
す
。

「
３
反
（
※
）
の
水
田
と
２
反
の
山
だ

け
し
か
な
く
て
も
、
牛
が
い
れ
ば
ゆ
と

り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
。
こ
れ
が

脱
サ
ラ
で
酪
農
を
始
め
た
私
の
父
・
吉

道
の
口
癖
で
し
た
」

そ
う
語
る
現
牧
場
長
の
弓
削
忠
生
さ

ん
は
、
１
９
８
３
年
に
父
親
が
他
界
し

た
後
に
事
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
折
か

ら
の
乳
価
の
低
迷
と
い
う
事
態
に
直
面

し
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
家
製
チ
ー
ズ
作
り
に
活

路
を
見
出
そ
う
と
決
意
し
た
弓
削
さ
ん

で
し
た
が
、
当
時
は
チ
ー
ズ
と
い
え
ば

熱
処
理
し
た
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
が
主
流
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
国
内
で
は
ほ
と

ん
ど
製
造
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
レ
ン
ネ
ッ
ト
（
酵
素
）
や
乳
酸
菌
、

モ
ー
ル
ド
（
型
枠
）
の
入
手
法
も
わ
か

ら
な
い
。
海
外
の
文
献
を
漁
っ
た
り
、

遠
方
の
同
業
者
に
教
え
を
乞
い
に
行
っ

た
り
、
懸
命
に
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
」

そ
う
し
て
、
ど
う
に
か
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
の
試
作
に
は
成
功
し
た
も
の

れ
た
方
に
ӳ
ؾ
を
ཆ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
そ
う
命
໊
し
ま
し
た
」

自
家
製
チ
ー
ズ
や
ϋ
ー
ϒ
を
;
ん
だ

ん
に
࢖
っ
た
૑
作
ྉ
理
が
ධ
൑
と
な
り
、

チ
ー
ズ
製
造
の
෭
࢈
物
で
ӫ
ཆ
価
の
高

い
ϗ
Τ
Π
（
乳
ਗ਼
）
を
ར
༻
し
た
γ
チ

ュ
ー
や
ド
Ϧ
ン
Ϋ
は
、
ஶ
໊
な
ྉ
理
ਓ

が
ຯ
見
に
や
っ
て
く
る
ほ
ど
で
し
た
。

྘
の
໦
ʑ
、
ཅ
の
ޫ
を
ཋ
ͼ
な
が
ら

の
ん
ͼ
り
૲
を
৯
Ή
牛
た
ͪ
。
ָ
Ԃ
の

Α
う
な
෩
ܠ
の
޿
が
る
牧
場
で
す
が
、

प
ล
で
は
୐
஍
։
ൃ
が
ਐ
ん
で
͓
り
、

ۙ
ྡ
に
迷
࿭
を
か
け
ま
い
と
໦
の
ࢬ
や

Լ
水
の
؅
理
を
ప
ఈ
し
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
৯
ࡐ
と
す
る
自
家
農

Ԃ
の
ϋ
ー
ϒ
も
、
も
と
も
と
は
ফ
ष
ର

ࡦ
も
݉
Ͷ
て
২
え
始
め
た
も
の
。

ϗ
Τ
Π
も
ഇ
غ
処
分
せ
ͣ
、
৯
ࡐ
と

す
る
ほ
か
、
こ
れ
を
ݪ
ྉ
と
し
て
ੴ
ݨ

や
Խ
হ
水
を
։
ൃ
し
た
と
こ
Ζ
、
ਓ
ؾ

঎
඼
に
な
り
ま
し
た
。

「
牧
場
で
で
き
た
も
の
は
、
で
き
る
だ

け
こ
こ
で
॥
؀
さ
せ
Α
う
」
と
い
う
ߟ

え
か
ら
ச
ฅ
で
ଯ
ං
を
作
り
、
農
Ԃ
で

ར
༻
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
ࠓ
年
຤

に
は
、
ϛ
χ
ό
Π
Φ
マ
ス
Ϣ
χ
ッ
ト
を

Ք
ಇ
さ
せ
る
༧
ఆ
で
す
。

「
父
の
ࢥ
い
を
継
い
で
ど
う
に
か
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
」
と
微
স
Ή
弓
削
さ
ん

は
、「
৯
ࡐ
だ
け
で
な
く
、
Τ
ネ
ル
Ϊ

ー
の
自
څ
自
଍
も
ୡ
成
し
た
い
」
と
父

親
ৡ
り
の
։
୓
者
ࠢ
を
ݪ
ಈ
ྗ
に
、
さ

ら
な
る
理
૝
ڷ
を
௥
い
求
め
て
い
ま
す
。

の
、
࢛
ق
が
Ҡ
り
ม
わ
る
೔
ຊ
で
は
、

඼
࣭
を
҆
ఆ
さ
せ
る
こ
と
が
༰
қ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
カ
マ
ン
ベ
ー
ル

作
り
の
ࣦ
ഊ
の
த
で
あ
る
と
き
ࢥ
い
ͭ

い
た
チ
ー
ズ
こ
そ
が
、
牧
場
の
ӡ
命
を

ม
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
、「
ϑ
ロ
マ
ー
δ
ュ
・
ϑ
レ
」。

ϑ
ラ
ン
ス
語
で
「
৽
઱
な
チ
ー
ズ
」
と

い
う
意
ຯ
の
チ
ー
ズ
で
す
。

な
め
ら
か
な
ઉ
৮
り
と
૘
や
か
な
酸

ຯ
が
あ
り
、
試
し
て
Έ
る
と
同
͡
ൃ
酵

৯
඼
の
し
Ỷ
う
ゆ
に
も
߹
い
、
࿨
෩
の

Ξ
レ
ン
δ
も
で
き
ま
す
。

ϑ
ロ
マ
ー
δ
ュ
・
ϑ
レ
は
ඦ
՟
ళ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
で
ਓ
ؾ
を
ത
す
Α
う
に
な

り
、
ࠓ
や
牧
場
の
໨
ۄ
঎
඼
で
す
。
そ

れ
で
も
、
େ
量
生
࢈
を
໨
ࢦ
す
ؾ
は
な

い
そ
う
で
す
。

「
ن
模
を
求
め
て
も
、
େ
手
に
は
か
な

い
ま
せ
ん
。
私
た
ͪ
は
あ
く
ま
で
も
手

作
り
に
こ
だ
わ
り
、
҆
৺
・
҆
શ
な
঎

඼
を
Ұ
ͭ
ͣ
ͭ
ಧ
け
て
い
き
ま
す
」

チ
ー
ズ
作
り
を
始
め
て
２
年
後
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
৯
΂
方
を
多
く
の

ਓ
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
牧
場
内

に
ൢ
ച
ॴ
݉
ൃ
৴
ڌ
఺
と
し
て
「
チ
ー

ズ
ϋ
΢
ス
Ϡ
ル
ΰ
Π
」を
։
ઃ
し
ま
し
た
。

「
モ
ン
ΰ
ル
に
は
、
य़
が
๚
れ
る
と
ߥ

໺
に
࡙
き
、
ݫ
し
い
ౙ
の
פ
さ
に
଱
え

た
ಈ
物
が
৯
΂
る
と
、
ݩ
ؾ
を
औ
り
໭

す
Ֆ
が
あ
り
ま
す
。
Ϡ
ル
ΰ
Π
と
は
、

そ
の
Ֆ
の
໊
で
す
。
౎
ձ
の
生
活
で
ർ

ຊདྷの෩ຯをେ੾ʹす
ΔたΊ௿ԹەࡴͰॲཧ。
͜のࡡΓたてのڇೕͰ
チーζを੡଄

ࣗՈ੡ͷ
ͩ͜ ΘΓ2

都市型酪農のこだわりが
創り上げた理想郷

෕
ͷ
ࢥ
͍
Λ
ܧ
͍
Ͱ
ཧ
૝
ڷ
ʹ

Ϟ
ϯ
ΰ
ϧ
ͷ
ߥ
໺
ʹ
࡙
͘
Ֆ

弓削牧場ͷಛ௃తͳऔΓ૊Έ

［ॴࡏ஍］ฌݝݿਆࢢށ๺۠ాࢁொԼ谷্੢ؙࢁɹ
［牧場］̕ haɹ［ओཁͳۀࣄ］酪農（有限会社箕谷酪農場）、農࢈
෺加工、ҿ৯ళܦӦ、ϒϥΠμル事業（有限会社レチェール・ユゲ）
ɹ（をؚΉڇ子）50಄ڇೕ［ҭࣂ］
［࿑ಇྗ］社һ11໊ （代表取締役̎ ໊、ਖ਼社һ̕ ໊）、
ύーτλΠϚー30໊

Data

తͳ߁݈
ڥҭ؀ࣂ

いͰな͘ࣂࣷ 24࣌ؒ์຀
をߦい、຀૲などのૈࣂ
ྉをϝΠϯʹ݈߁ʹҭて
ていΔ

1

弓削牧場ͷ͋ΏΈ

てͬࡡೕをݪ Β͔̎ ೔ͰͰ͖Δϑレο
γϡなチーζ。̏छྨのෳ߹ೕەࢎを
Δ্͛࢓ʹなຯࡉͰણࡶい、ෳ࢖

ϑϩϚーδϡ・ϑレ
3

ϗΤΠͰࣽࠐΈ、ΧϚϯϕールチー
ζͰ෩ຯを෇͚たγチϡー。૘΍͔
なࢎຯがਓؾのҰ඼。ʮٛ෕のΞ
υόΠε͔Β生まΕたྉཧͰすʯ
（和子さん）

チーζϋ΢ε
ϠルΰΠ4
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初代・弓削吉道氏、
有限会社箕谷酪農場を設立

現在地で牧場の運営を始める

二代目・弓削忠生氏、
代表取締役に就任

カマンベールチーズの試作開始

カマンベールチーズ、フロマージュ・フレの製造販売開始

チーズハウス「ヤルゴイ」建設

弓削和子氏を代表取締役に
有限会社レチェール・ユゲ設立

菓子工房でスコーンやケーキを製造開始

ホエイソープを販売開始

メタンガス発生の実証実験を開始

神
戸
市
の
郊
外
、
六
甲
山
の
西
側
の

丘
陵
に
約
９
ha
の
牧
場
が
あ
り
ま
す
。

牛
を
ス
ト
レ
ス
な
く
育
て
る
た
め
、

24
時
間
の
放
牧
を
行
う
。
無
理
に
多
く

の
乳
量
を
求
め
な
い
。
生
乳
は
高
温
の

瞬
間
殺
菌
で
は
な
く
、
摂
氏
65
度
で
30

分
間
の
低
温
殺
菌
を
行
い
、
有
益
な
微

生
物
を
生
か
し
た
ま
ま
に
す
る
│
│
。

こ
だ
わ
り
抜
い
た
製
法
の
牛
乳
と
生
チ

ー
ズ
で
知
ら
れ
る
、
弓
削
牧
場
で
す
。

「
３
反
（
※
）
の
水
田
と
２
反
の
山
だ

け
し
か
な
く
て
も
、
牛
が
い
れ
ば
ゆ
と

り
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
。
こ
れ
が

脱
サ
ラ
で
酪
農
を
始
め
た
私
の
父
・
吉

道
の
口
癖
で
し
た
」

そ
う
語
る
現
牧
場
長
の
弓
削
忠
生
さ

ん
は
、
１
９
８
３
年
に
父
親
が
他
界
し

た
後
に
事
業
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
折
か

ら
の
乳
価
の
低
迷
と
い
う
事
態
に
直
面

し
ま
す
。

そ
こ
で
、
自
家
製
チ
ー
ズ
作
り
に
活

路
を
見
出
そ
う
と
決
意
し
た
弓
削
さ
ん

で
し
た
が
、
当
時
は
チ
ー
ズ
と
い
え
ば

熱
処
理
し
た
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
が
主
流
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
国
内
で
は
ほ
と

ん
ど
製
造
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
レ
ン
ネ
ッ
ト
（
酵
素
）
や
乳
酸
菌
、

モ
ー
ル
ド
（
型
枠
）
の
入
手
法
も
わ
か

ら
な
い
。
海
外
の
文
献
を
漁
っ
た
り
、

遠
方
の
同
業
者
に
教
え
を
乞
い
に
行
っ

た
り
、
懸
命
に
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
」

そ
う
し
て
、
ど
う
に
か
カ
マ
ン
ベ
ー

ル
チ
ー
ズ
の
試
作
に
は
成
功
し
た
も
の

神戸の中心街から車でわずか20分、新興住宅地に隣接する山の中に、
放牧された牛たちがのんびりと草を食む別世界があります。ここで生まれる、本来の風味を持つ牛乳や

フレッシュなチーズ、それを用いた料理は、多くの人を魅了してやみません。

都市型酪農のこだわりが
創り上げた理想郷

弓
ゆ げ

削牧場（有限会社箕
みの

谷
たに

酪農場／有限会社レチェール・ユゲ）［兵庫県］vol.6 

文／下境敏弘　写真／島 誠

転
機
と
な
っ
た
生
チ
ー
ズ

※反（たん）は尺貫法の面積の単位。1反＝991.736㎡（約10ａ）。

夫の弓削忠生さんが有限会社箕谷酪農場の代表取締役として酪農を、妻の和子さんが
有限会社レチェール・ユゲの代表取締役として加工などを担当し、協力して多事業を展開しています

今、この人たちが熱い
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森林官ͷओͳۀ務

「
も
と
も
と
自
然
や
山
が
好
き
な
の
で
、

森
林
に
直
接
関
わ
れ
る
現
場
は
本
当
に

楽
し
い
で
す
」

群
馬
森
林
管
理
署
の
倉
渕
森
林
事
務

所
に
赴
任
し
て
２
年
目
の
大
澤
智
也
森

林
官
の
朝
は
、
６
時
半
に
起
床
し
、
天

気
予
報
の
確
認
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
後
、
宿
舎
と
併
設
す
る
事
務
所
へ
出

勤
し
て
か
ら
山
（
現
場
）
へ
向
か
い
、

森
林
の
調
査
や
現
場
監
督
な
ど
の
業
務

を
遂
行
し
ま
す
。
夕
刻
に
は
事
務
所
へ

戻
り
、
地
域
の
方
か
ら
の
相
談
へ
の
対

応
や
、
事
務
作
業
を
終
え
て
勤
務
終
了

│
と
い
う
の
が
一
日
の
大
ま
か
な
流

れ
で
す
。

倉
渕
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る
エ
リ

ア
は
、
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
な
た
め
、

造
林
・
間
伐
業
務
が
重
点
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

資
源
量
の
調
査
や
、

春
に
行
う
植
え
付
け
、

夏
か
ら
秋
に
行
う
下

刈
り
、
つ
る
切
り
、

除
伐
・
間
伐
な
ど
の

保
育
、
獣
害
対
策
、

間
伐
材
の
搬
出
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
作
業

の
現
場
監
督
が
、
具

体
的
な
業
務
と
な
り

ま
す
。

「
自
分
が
携
わ
っ
た

仕
事
が
、
森
林
と
し

ύ
Π
ϓ
໾
を
務
め
る
の
が
森
林
官
の
໾

ׂ
。
地
域
と
の
৴
པ
関
܎
の
ߏ
ங
の
た

め
、
ֶ
ߍ
で
࣮
ࢪ
͞
れ
る
林
業
体
ݧ
の

α
ϙ
ồ
τ
や
地
ݩ
の
ਗ਼
૟
׆
ಈ
౳
に
も

ੵ
ۃ
的
に
ࢀ
Ճ
し
、
地
域
と
の
ަ
流
を

ਂ
め
る
౒
ྗ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
ֶ
で
ઐ
߈
し
た
林
ֶ
を
׆
か
ͤ
る

৬
場
な
の
で
、
森
林
官
を
ࢤ
し
た
と
い

う
大
澤
森
林
官
。「
自
ら
の
൑
அ
で
森

林
の
保
育
と
管
理
を
行
う
森
林
官
と
い

う
仕
事
は
੹
任
重
大
。
そ
の
౔
地
に
߹

わ
ͤ
て
ద
切
に
管
理
し
、
自
然
と
の
ό

ϥ
ϯ
ε
が
औ
れ
た
ἔ
い
い
山
ἕ
に
し
て

い
き
た
い
」
と
ਫ਼
か
ん
な
ද
৘
で
ޠ
っ

て
͘
れ
ま
し
た
。

し
て
、
そ
の
ࠃ
༗
林
の
ἔ
إ
ἕ
と
し
て
、

࠷
લ
ઢ
の
現
場
で
管
理
を
行
う
林
໺
ி

の
৬
һ
が
、
森
林
官
で
す
。

森
林
官
の
仕
事
は
地
域
の
方
た
ͪ
と

の
つ
な
が
り
も
大
切
。
௕
年
地
域
に
ॅ

Έ
、
そ
の
地
を
ख़
஌
し
て
い
る
地
ݩ
の

ਓ
か
ら
の
৘
報
は
、
業
務
্
も
ੜ
׆
す

る
্
で
も
ෆ
Մ
ܽ
で
す
。

࠷
ۙ
で
は
、
地
域
の
林
業
関
܎
ऀ
と

と
も
に
、
ڞ
ಉ
ར
༻
で
き
る
࿏
໢
や
த

間
౔
場
の
੔
උ
、
管
಺
に
ੜ
ଉ
す
る
و

重
な
ಈ
植
෺
の
保
ޢ
な
ど
の
׆
ಈ
に
も

औ
り
૊
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
ࡂ
害
時
な
ど
で
は
、

த
ԝ
行
੓
ػ
関
と
地
ݩ
の
方
た
ͪ
と
の

て
そ
の
場
に
࢒
る
͜
と
が
や
り
が
い
」

と
ޠ
る
大
澤
森
林
官
。
૲
໦
が
う
っ
そ

う
と
ੜ
い
ໜ
る
山
த
で
山
ಓ
を
切
り
։

い
て
い
͘
͜
と
も
͋
り
、「
Π
ϊ
γ
γ

や
γ
Χ
な
ど
の
໺
ੜ
ಈ
෺
に
ձ
う
͜
と

も
Α
͘
͋
る
」
と
の
͜
と
。

日
本
の
ࠃ
౔
શ
体
の
໿
２
ׂ
、
森
林

໘
ੵ
の
໿
̏
ׂ
を
઎
め
る
ࠃ
༗
林
。
શ

ࠃ
̓
Χ
所
の
森
林
管
理
ہ
が
管
轄
し
、

そ
の
下
に
͋
る
森
林
管
理
署
・
ࢧ
署
౳

と
森
林
事
務
所
で
、
͜
の
޿
大
な
ࠃ
༗

林
を
แ
ׅ
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ

஍
Ҭ
ͱ
࿈
ܞ
し
ͯ

޿
େ
ͳ
ࠃ
༗
林
を
؅
ཧ

െ࠾すΔ立໦のྔを೺ѲすΔたΊのऩ֭ௐࠪ。
「ྠईʢりΜ͡ Ό͘ ʣ」とݺ͹ΕΔઐ༻のܭଌثを
༻いて、໦のװをڬΜで௚ܘをଌΔ

地Ҭの林業ؔऀ܎とڞಉར༻Մೳな林業ઐ༻
ಓのϞσϧ࿏ઢを࡞ઃ。ؔ ձを౼ݕと現地ऀ܎
ߦ͏ など、地Ҭと࿈ܞして業務に౰たΔ

ੜଉີ౓͕高͘ なͬ ていΔニϗϯδΧによΔ଄林
໦΁の৯֐ඃ֐を๷ た͙Ί、ઃஔしたγΧࡤを఺
してまΘΔݕ

事務所では、倉渕地区の国有林にؔすΔ地Ҭの
ํからの෯޿い૬ஊ΁のରԠ΍、現৔؂ಜ、ऩ
֭ௐࠪのとりまとΊなどを͏ߦ

小中学ੜをର৅に森林੔උのମ׆ݧಈを࣮ࢪ。
国有林のϑΟーϧυを׆༻して、一ൠのํ͕森林ɾ
林業΁の理ղをਂΊΔػձをఏڙ

群馬県の天વ記೦෺にࢦఆさΕていΔ΢αΪί
΢ϞϦとώΧϦΰέ͕ੜଉすΔಎ۸෇ۙを८ࢹ。
ߦ管理を͏ޢॏなಈ২෺のอو

POINT

森林官ͷ೔ৗతͳ૷උͱ͸ʁ
野ࢁに෼け入 てͬ業務を਱ߦすΔ森林׭は、෰૷΋૷උ΋ͦ Εにదし
た΋のを਎にணけています。جຊスλΠϧは、ৎ෉なૉࡐの業務෰
に、ϔϧϝοτ、スύΠΫ෇͖の地Լ଍ା΍௕ۺ、ᭊ

ㆪ㆟

との͗͜ りのೋஸࠩ
しを૷උ。森林ௐࠪのࡍには、国有林の地ਤ΍ௐࠪ݁Ռの記入฽
などを入ΕたϚοϓέース΍GPSなど΋ߦܞしています。

མԼ෺΍స౗から಄部をอޢすΔอ҆๧ɹ
ᭊ΍の͗͜ り、ϙーνなどをऔり෇けΔࠊϕϧτɹ
ֵखାɹ ো֐෺にབྷまないよ͏ にζϘϯの

੄はۺԼの中΁。חなどのਕ෺を࢖༻すΔࡍは、
すͶをΨーυすΔ「٭ ʢឺ Ό͖はΜʣ」をண༻ɹ ཪ
にスύΠΫ͕ ෇いた地Լ଍ା

ᶃ森林2༺׭΢ΣΠόοά。地ਤをόοάからग़さ
ͣに、֎ଆのಁ໌ϙέοτからਤ໘を֬ೝで͖ Δɹ
ᶄ̜̥ ̨ड৴ػɹᶅ໦にҹを෇けΔたΊのνϣー
Ϋ。水にೞΕて΋ফ͑に͘ いૉࡐɹᶆ໦に͖ר෇
けてҹを෇けΔたΊの෍੡ςーϓ。खで؆୯にΧο
τで͖ ΔɹᶇσδλϧΧϝϥɹᶈ̥̙ 。̖̜ ̨̥ と࿈
ಈしてҐஔ΍森林情報を֮ࢹతに֬ೝで͖ Δػ
を஌らͤࡏɹᶉ野ੜಈ෺にਓؒのଘث てԕざけ
ΔたΊの۽よけླɹᶊ໦のࢬ΍かΜ໦を੾り෷͏
のに࢖༻すΔ、ᭊとの͗͜ りのೋஸ しࠩɹ˞͜の
΄か、๘の࣌ظには๷๘໢をண༻

ᶃ

ᶄ
ᶅ

ᶆ

ᶇ

ᶈ

ᶉ ᶊ

̖
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MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry of Agriculture, 
Forestry and Fisheries」の略称です。「MAFF TOPICS」では、農林
水産省からの最新ニュースなどを中心に、暮らしに役立つさま
ざまな情報をお届けいたします。

「
も
と
も
と
自
然
や
山
が
好
き
な
の
で
、

森
林
に
直
接
関
わ
れ
る
現
場
は
本
当
に

楽
し
い
で
す
」

群
馬
森
林
管
理
署
の
倉
渕
森
林
事
務

所
に
赴
任
し
て
２
年
目
の
大
澤
智
也
森

林
官
の
朝
は
、
６
時
半
に
起
床
し
、
天

気
予
報
の
確
認
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
後
、
宿
舎
と
併
設
す
る
事
務
所
へ
出

勤
し
て
か
ら
山
（
現
場
）
へ
向
か
い
、

森
林
の
調
査
や
現
場
監
督
な
ど
の
業
務

を
遂
行
し
ま
す
。
夕
刻
に
は
事
務
所
へ

戻
り
、
地
域
の
方
か
ら
の
相
談
へ
の
対

応
や
、
事
務
作
業
を
終
え
て
勤
務
終
了

│
と
い
う
の
が
一
日
の
大
ま
か
な
流

れ
で
す
。

倉
渕
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る
エ
リ

ア
は
、
昔
か
ら
林
業
が
盛
ん
な
た
め
、

造
林
・
間
伐
業
務
が
重
点
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

資
源
量
の
調
査
や
、

春
に
行
う
植
え
付
け
、

夏
か
ら
秋
に
行
う
下

刈
り
、
つ
る
切
り
、

除
伐
・
間
伐
な
ど
の

保
育
、
獣
害
対
策
、

間
伐
材
の
搬
出
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
作
業

の
現
場
監
督
が
、
具

体
的
な
業
務
と
な
り

ま
す
。

「
自
分
が
携
わ
っ
た

仕
事
が
、
森
林
と
し

未
来
に
受
け
継
が
れ
る
森
林
を

自
ら
の
手
で
残
し
た
い

倉渕森林事務所。群馬県高崎市北西部倉
渕地区と周辺の国有林約 3,500haを管理

地域と国有林をつなぐ
“国有林の顔”森林官

MAFF  P ERSON

文／神野恵美　写真／長谷川 朗

農学部森林科学科を卒業後、2009年
4月林野庁入庁。天竜森林管理署業
務第一課、小笠原総合事務所国有林
課を経て、2014年 4月より現職

林野庁関東森林管理局
群馬森林管理署倉渕森林事務所

大澤智也 森林官
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Ή
感
͡
が
し
た
」
な
ど
好
評
価
で
し
た
。

佐
賀
県
の
「
佐
賀
県
有
田
焼
創
業

年
事
業
実
行
委
員
会
」
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
有
田
焼
を
中
心
と

し
た
県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
。
有
田
焼
の
器

は
日
本
館
の
京
懐
石
「
美
濃
吉
」
で
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
一
番
人

気
だ
っ
た
の
が
、
有
田
焼
を
プ
Ϩ
θ
ン

ト
す
る
Ψ
ν
Ỿ
Ψ
ν
Ỿ
の
体
験
。
こ
の

試
み
を
企
画
し
た
の
は
、
有
田
窯
業
大

学
校
の
学
生
た
ち
。
若
い
力
も
得
て
、

大
人
気
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

三
重
県
の
テ
ー
マ
は
、
自
然
の
恵
み

へ
の
〝
感
謝
＝
祈
り
〞
を
大
切
に
す
る

「
食
と
祈
り
の
食
卓
」。
五
感
で
食
材
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
演
出
が
好
評
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
高
校
生
Ϩ
ス
ト
ラ

ン
」
で
も
有
名
な
県
立
相
可
高
校
の
生

徒
た
ち
に
よ
る
松
阪
牛
あ
Ϳ
り
の
に
͗

り
ͣ
し
の
実
演
が
行
わ
れ
、
大
い
に
沸

き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
を
指
導

し
た
「
京
都
𠮷
𠮷
」
の
徳
岡
総
料
理
長

の
食
に
関
す
る
文
化
講
座
も
来
場
者
の

関
心
を
集
Ί
て
い
ま
し
た
。

和
歌
山
県
は
、「
和
歌
山
県
の
日
」

と
題
し
、
現
在
世
界
農
業
遺
産
に
申
請

中
の「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
γ
ス
テ
Ϝ
」

や
県
の
食
と
観
光
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
和
食
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
し
Ỷ
う
Ώ
や
か
つ
お
節
な
ど
の
発
酵

食
品
を
生
ん
だ
和
歌
山
が
「
和
食
の
原

点
」
で
あ
る
こ
と
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
梅
酒
や
日
本
酒
、
み
か
ん
ジ
ỿ
ー

ス
な
ど
の
試
飲
や
、
梅
干
し
、
寿
司
、

柿
の
加
工
品
を
使
っ
た
試
食
会
を
実
施
。

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
み
ͤ
ま
し

た
。

MAFF TOPICS   |  ミラノ国際博覧会 最新NEWS

ͦ
Ε
ͧ
Ε
の
県
が
特
産
΍

地
元
の
食
を
活
͔
͠
盛
況

和歌山県の日
～The Origin of
Washoku and Travel～

上／仁坂知事によるオープニングでの「和歌山県の
日」プレゼンテーション
右上／梅酒や日本酒、みかんジュース、お酢などを試飲
する来場者
右下／日本における「旅の起源」、熊野詣を感じさせる
「熊野古道 大門坂」での記念撮影体験

和歌山県
7月5日～7日

ARITA PORCELAIN
PARK in MILANO
BY SAGA PREFECTURE

上／メインステージには有田焼のガチャガチャ（有田
ポーセリン・カプセル）がずらり
右上／行列に並んでようやく手に入れた有田ポーセリ
ン・カプセルを手に笑顔の来場者
右下／伝統工芸士による有田焼の下絵付けとろくろ
の実演

佐賀県
5月31日～6月2日

食と祈りの食卓

県立相可高校生徒による「松阪牛あぶりのにぎりずし」の実演

三重県
7月1日～4日

上／県産材の「尾鷲ひの
き」で形づくった4つの空間
を展示
下／京都𠮷𠮷の𠮷𠮷𠮷𠮷
理長による県の食材を活か
した和食文化講座

M
A

C
制

作
課

　
9

J
 

ａ
ｆ

ｆ
１

０
月

号
 

2
R

1
8
-1

9
　

 
製

版
者

 
訂

正
回

数
 

色
　

数
 

4
 

製
　

版
　

課
 

 松
村

 
1
 

 
 

1
2

9
4

2
4

4
5

 
0

0
4

1
 

戸
田

2
 

CS6

P19

October 2015 | 18

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
中
の
ミ

ラ
ノ
国
際
博
覧
会
（
ミ
ラ
ノ
万
博
）
は
、

「
地
球
に
食
料
を
、生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
」
と
題
し
、世
界
初
の
「
食
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
万
博
で
す
。
５
月
１
日
に
ス

タ
ー
ト
し
た
ミ
ラ
ノ
万
博
の
会
期
は
10

月
31
日
ま
で
。
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
を

切
り
ま
し
た
。

日
本
の
食
と
農
を
さ
ま
ざ
ま
な
か
た

ち
で
紹
介
し
て
い
る
「
日
本
館
」
で
は
、

ミ
ラ
ノ
万
博
の
会
期
中
、
館
内
２
階
の

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
多
く
の
自
治
体
・
団

体
が
入
れ
替
わ
り
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
日
本
各
地
の
食
に
関
す

る
多
様
な
知
恵
と
技
、
伝
統
文
化
な
ど

を
紹
介
す
る
自
治
体
・
団
体
等
は
58
を

数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で

地
域
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
実
施
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
い

く
つ
か
振
り
返
り
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

山
口
県
は
５
月
24
日
か
ら
4
日
間
、

「
世
界
に
届
け
ま
す

山
口
の
食
・
文

化
・
匠
の
技
」
を
開
催
。
自
治
体
の
ト

ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
山
口
県
の
農

林
水
産
物
・
加
工
品
、
食
文
化
、
匠
の

技
、
観
光
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を

世
界
に
向
け
て
発
信
し
、
今
後
の
海
外

展
開
に
つ
な
が
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
万
博
特
例
に
よ
る
Ｅ

Ｕ
へ
の
フ
グ
の
持
ち
込
み
。
我
が
国
と

し
て
初
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
、
県
関

係
者
一
同
大
き
な
自
信
や
経
験
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
会
場
で
試
食
し
た
来
場

者
の
99
％
が
フ
グ
が
お
い
し
か
っ
た
と

回
答
。「
包
丁
の
技
に
感
動
し
た
」「
お

い
し
い
」「
繊
細
な
味
だ
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
日
本
酒
の
試
飲

で
も
「
ワ
イ
ン
よ
り
軽
く
て
飲
み
や
す

い
」「
飲
ん
だ
ら
日
本
の
文
化
に
入
り
込

「日本館イベント広場」で地域の
特色を活かした催しが大盛況！

文／葵和みどり

世界に届けます
山口の食・文化・匠の技

県調理師団体連合会 重岡会長代行と萩焼の器に盛ら
れたフグ刺し

上／県酒造組合の岩崎需要開発委
員長による日本酒の紹介
下／興味津々で日本酒を初めて味わ
う来場者

山口県
5月24日～27日

向峠（むかたお）神楽保存会（岩国
市）による神楽上演後の記念撮影

オープニングパーティーでの鏡開きに
は村岡知事（中央）も出席

58
の
自
治
体
・
団
体
等
が

日
本
館
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

Ｅ
Ｕ
で
初
め
て

フ
グ
の
試
食
会
を
開
催
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【日時】平成平成平成平成27272727年年年年1111111月月月月1818818日（水）～（ ）日（水）日（水）～日（水）（ ） 20202020日（金）（日（金）日（金）日（金）（ 100100時～時時～時 17171717時時時時
【会場】東京国際展示場（東京ビッグサイト）東（ ）東京国際展示場（東京ビ グサイト）東東京国際展示場（東京ビッグサイト）東東京国際展示場（東京ビッグサイト）東（ ） 6666ホールホ ルホールホ ル

（東京都江東区有明（東京都江東区有明東京都江東区有明（東京都江東区有明3333））））
【入場料】無料（事前または当日登録要）（無料（事前または当日登録要）無料（事前または当日登録要）無料（事前または当日登録要）（
詳しくはホームページをご覧下さいご詳しくはホ ムペ ジをご覧下さい詳しくはホームページをご覧下さい詳しくはホ ムペ ジをご覧下さい http://agribiz-fair.jp/htt // ibi f i j /http://agribiz-fair jp/http://agribiz fair.jp/p g jp

第54回農林水産祭
「実りのフェスティバル」

11/13（金）～14（土）

　農林水産祭「実りのフェスティバル」は、食と農林漁業の祭
典の一環として、11月13～14日の2日間、東京・池袋のサンシャ
インシティで開催します。
　都道府県・団体のブースでは、全国各地の農林水産物の試飲・
試食食、販売を行うほか、動物たちとの触れ合いもできます。
　そののほか、毎年、農林水産大臣賞を受賞された優秀農林水産
業者のの中から、厳正な審査の結果選定された、天皇杯、内閣総
理大臣賞賞など三賞の受賞者の紹介。都道府県の特徴ある農林水
産技術の展展示、農林水産省の各種施策の展示も行います。

【日時】平成成平成平成平成27272727年年年年年111111 月月月月133133日（金）～（金）日（金）日（金）～日（金）
144144日（土）（土日（土）日（土日（土）10101010時～時時時～時 1717717時（時（時（時（時（14141414日は日は日は日は166166時時時時時
まで））までまで）まで

【会場】サンシャインシティ　ワーサンシャインシティ ワサンシャインシティ ワーサンシャインシティ　ワ
ルドインポートマートビルビルドインポ トマ トビルルドインポートマートビルルドインポ トマ トビル4444階階階階階
展示ホール展示ホ ル展示ホール展示ホ ルAAAA（東京都豊島区東池（東京都豊島 東池（東京都豊島区東池（東京都豊島区東池（東京都豊島区東池
袋袋袋袋袋3333）））

【入場料】無料無料無料無料無料
【問合せ先】公益財団法人公益財 法人公益財団法人公益財団法人公益財団法人 日本農本農日本農日本農日本農
林漁業振興会林漁業振興会林漁業振興会林漁業振興会林漁業振興会 http://www.affskk.jp/http //www affskk jp/http://www affskk jp/http://www.affskk.jp/p jpポニーの乗馬体験は子ども

たちの人気の的
上／毎年大勢の来場者で賑わう
下／全国のゆるキャラたちが勢ぞろい。ゆるキャラとの撮影会も

※写真は平成26年度の様子です

※写真は平成26年度の様子です

全国各地からたくさんの団体・企業が出展

11月18～20日の3日間、東京国際展示場で農林水産省主催の
「アグリビジネス創出フェア」を開催します。
このイベントは、全国の研究者や団体、企業などが一堂に会
して農林水産・食品産業分野の最新技術や研究成果を紹介し合
う技術交流を目的とし、昨年は約3万2000人が参加した国内最
大級の展示会です。
今年のテーマは、「『知』の集積と地方創生」。会期中は、農

林水産・食品産業分野の専門家がマッチングコーディネーター
として出展者と来場者の連携を支
援。研究成果の実業化や商品化に
向けて、研究機関同士または研究
機関と企業の情報交換や相互の交
流を促します。
その他にも、有識者による講演や、
出展機関によるプレゼンテーショ
ンなど、各種イベントも開催する
予定です。

11/18（水）～20（金）

 「アグリビジネス創出フェア2015」
～「知」の集積と地方創生～

昨年、栃木県が紹介した試験
場育成品種の梨「にっこり」
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ウンシュウミカンの果皮は「陳皮（ちんぴ）」、ダイダイの果皮は「橙皮（とうひ）」として乾燥させて漢方薬の原料にもなります。最近は、
養殖魚の生臭さを消すためにエサとしても利用され、そのように育てられた魚は「フルーツ魚」とも呼ばれています。

あふラボあふ

「
果
物
は
好
き
だ
け
ど
、
皮
を
む
く
の

が
面
倒
」「
皮
の
厚
い
カ
ン
キ
ツ
は
敬

遠
し
が
ち
」
│
│
そ
ん
な
理
由
か
ら
か
、

近
年
、
果
物
の
消
費
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
需
要
を
増
や
し

て
い
る
の
が
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
。
皮

を
む
い
た
状
態
で
売
ら
れ
て
い
る
の
で
、

手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
と
好
評
で
す
。

し
か
し
、
一
般
的
な
カ
ッ
ト
フ
ル
ー

ツ
は
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
を
使
用
す
る

た
め
、
実
が
傷
つ
い
て
果
汁
が
出
て
し

ま
い
、
果
実
の
風
味
を
失
い
や
す
く
、

賞
味
期
限
も
短
く
な
り
が
ち
で
し
た
。

こ
う
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
払
拭
し
、

果
物
の
消
費
拡
大
に
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
、「
酵
素
剥
皮
」
と
い
う
技

術
で
す
。
酵
素
剥
皮
と
は
、
果
物
の
皮

を
酵
素
（
※
）
で
取
り
除
く
加
工
法
の
こ
と
。

果
実
の
形
状
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
が

で
き
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
を
使
っ
た
剥
皮

と
も
違
い
、
素
材
の
品
質
を
生
か
し
た

加
工
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
食
べ

や
す
い
形
状
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

果
実
本
来
の
風
味
も
味
わ
え
ま
す
。

こ
の
酵
素
剥
皮
を
研
究
し
て
い
る
、

国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
（
農
研
機
構
）
の

果
樹
研
究
所
で
は
、
カ
ン
キ
ツ
を
は
じ

め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
樹
種
で
加
工
技

術
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

植
物
の
細
胞
同
士
の
接
着
に
関
わ
る

成
分
の
一
つ
が
ペ
ク
チ
ン
で
す
。
酵
素

剥
皮
の
原
理
は
果
皮
組
織
の
細
胞
の
隙

間
に
こ
の
ペ
ク
チ
ン
を
分
解
す
る
酵
素

液
を
入
れ
、
接
着
し
て
い
る
細
胞
を
分

離
す
る
と
い
う
も
の
。
よ
っ
て
、
酵
素

液
を
ど
の
よ
う
に
果
皮
組
織
に
入
れ
る

か
が
、
技
術
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

研
究
の
末
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ン
キ
ツ

で
剥
皮
に
成
功
。
外
皮
の
薄
い
ウ
ン

シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
か
ら
外
皮
が
厚
く
て
硬

い
ブ
ン
タ
ン
と
い
っ
た
品
種
ま
で
一
房

ず
つ
き
れ
い
に
皮
む
き
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
酵
素
剥
皮
果
実
の
市
場
性

の
調
査
や
、
処
理
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど

の
普
及
に
む
け
た
研
究
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
き
れ
い
に
皮
む
き
さ
れ
、
香

り
も
食
感
も
み
ず
み
ず
し
い
酵
素
剥
皮

で
作
ら
れ
た
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
が
一
般

的
に
な
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

酸
も
ア
ル
カ
リ
も
使
用
せ
ず
！

果
実
の
形
を
そ
の
ま
ま
残
す

「
酵
素
剥は

く

皮ひ

」

外皮の厚いブンタンの場合は、外皮の表面を
少し切り取る

酵素液の効果が進むと厚い外皮が軟化してほ
ぐれていく

ブンタンと酵素液を密閉容器の中に入れ、減
圧の状態にして液をブンタンに一気に染み込
ませる

中の薄皮までほぐれるので、簡単にひと房ず
つ取り出すことができる

ブンタンを酵素剥皮する流れ

1

3

2

4

あふ ラボ
a f f   l a b o r a t o r y

ト リ ビ ア

文
／
葵
和
み
ど
り

食
べ
や
す
さ
と
風
味
を

残
せ
る
加
工
法

カンキツの果皮にはこんな使い道も

※使用されている酵素は、食品衛生法で認められたものです。

加工前

柿も酵素剥皮で外皮を
きれいにむくことに成
功している

加工後
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で
な
く
林
業
の
活
ੑ
化
を
ਤ
る
ૂ
い
も

あ
り
ま
す
」
と
ޠ
る
の
は
、
研
究
室
長

の
઒
ଜ
ߒ
美
さ
ん
で
す
。

۩
体
的
に
は
、
ܰ
ྔ
మ
ࠎ
ฒ
み
の
ڧ

度
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
実
証
す
る
「
໦

ࠎ
ϋ
΢
ス
」
や
、
間
伐
材
を
೩
料
に
し

た
໦
࣭
ό
Π
Φ
Ϛ
ス
Ճ
Թ
ث

（
਋
ス
τ
ー
ϒ
）
に
よ
る
ஆ
๪

ί
ス
τ
௿
減
の
実
証
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
໦
ࠎ
ϋ
΢
ス
で
は
、
௶
୯

Ձ
̑
ສ
ԁ
以
Լ
の
ݐ
設
අ
を

実
現
し
、
ܰ
ྔ
మ
ࠎ
ϋ
΢
ス

に
ൺ
べ
て
ಋ
ೖ
ί
ス
τ
を
໿

30
ˋ
࡟
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
狭
い
農
地
で
も
、

ί
ス
τ
を
཈
え
な
が
ら
高
ऩ

ӹ
施
設
園
芸
඼
目
の
ଅ
成
栽

培
や
प
年
生
産
で
҆
定
し
た

ऩ
ӹ
を
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
地

域
に
お
け
る
雇
用
の
創
出
が

ظ
଴
で
き
ま
す
。

こ
う
い
う
農
業
ܗ
ଶ
を
ߏ

ங
し
、
ී
ٴ
֦
大
に
つ
な
げ

た
い
」
と
઒
ଜ
さ
ん
は
ޠ
り

ま
す
。

26
年
10
月
、
岩
手
県
の
支

ԉ
を
受
け
た
陸
前
高
田
市
が

営
農
ڌ
఺
施
設
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
඿
田
઒
地
۠
の

10
ށ
の
被
災
農
家
の
農
地
２

ha
を
ू
໿
し
た
園
芸
施
設
を
ݐ
設
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
南
部
園
芸
研
究
室
の
技

術
開
発
を
生
か
し
、
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
が
τ
Ϛ
τ
や
い
ち
͝
の
栽

培
を
࢝
め
て
い
ま
す
。

作
業
受
託
す
る
船
田
さ
ん
は
、「
技
術

を
ٵ
ऩ
し
、
地
域
農
業
の
ক
དྷ
を
担
う

ࢦ
ಋ
ऀ
を
育
て
る
こ
と
に
ྗ
を
ਚ
く
し

た
い
」
と
إ
を
ͻ
き
し
め
ま
す
。

「
地
ݩ
の
農
業
を
Կ
と
し
て
も
क
り
、

発
展
さ
せ
る
」

こ
の
೤
意
が
人
と
人
を
つ
な
げ
、
地

域
に
新
た
な
農
業
技
術
を
ࠜ
ͮ
か
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

岩
手
県
の
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
（
大
船

渡
市
農
業
協
同
組
合
）
の
管
内
（
大
船

渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
気
仙
郡
住
田
町
）

は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

４
６
０
ha
も
の
広
大
な
農
地
が
浸
水
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
自
体
も
19
の
本
支

店
中
12
店
が
流
出
、
全
壊
し
ま
し
た
が
、

震
災
後
た
だ
ち
に
災
害
復
興
営
農
対
策

会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て
き

た
仲
間
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を

す
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
自
ら
地
域

農
業
の
担
い
手
と
な
れ
る
農
業
生
産
法

人
を
作
り
、
復
旧
・
復
興
を
牽
引
し
、

地
域
に
貢
献
し
よ
う
」

思
い
を
一
つ
に
、
平
成
24
年
８
月
に
設

立
し
た
の
が
、
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な

と
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

農
業
振
興
、
雇
用
創
出
、
人
材
の
確

保
と
育
成
を
事
業
の
３
本
の
柱
と
し
て
、

水
稲
の
育
苗
や
菌
床
し
い
た
け
の
栽
培

な
ど
か
ら
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
当
初

２
人
だ
っ
た
従
業
員
は
、
現
在
30
人
以

上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
設
立
当
初
、
復
旧
・
復
興
に
手
間
取

れ
ば
、
農
家
の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ

か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
」
と

統
括
部
長
・
船
田
秋
美
津
さ
ん
は
言
い

ま
す
。「
仕
事
の
内
容
と
し
て
は
復
興
整

備
さ
れ
た
農
地
で
の
農
作
業
の
受
託
が

多
い
と
見
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
想
定

し
た
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
家

が
想
像
以
上
の
が
ん
ば
り
で
、
自
ら
復

興
を
進
め
て
く
れ
た
た
め
で
す
」

そ
の
代
わ
り
に
積
極
的
に
作
業
受
託

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

が
食
料
生
産
地
域
再
生
の
た
め
の
先
端

技
術
展
開
事
業
（
先
端
プ
ロ
）
で
す
。

先
端
プ
ロ
と
は
、
被
災
し
た
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
の
食
料
生
産
地
再
生

を
目
的
と
す
る
農
林
水
産
省
の
委
託
事

業
で
あ
り
、
産
学
官
の
共
同
組
織
が
事

業
を
受
託
し
、
地
域
の
生
産
法
人
と
連

携
し
て
最
新
技
術
を
組
み
合
わ
せ
最
適

化
し
、
体
系
化
す
る
た
め
の
実
証
研
究

の
取
り
組
み
で
す
。

岩
手
県
で
は
、
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

南
部
園
芸
研
究
室
が
共
同
組
織
の
一
員

と
し
て
実
施
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
25
年
度
か
ら
三
陸
の
沿
岸
部
に
多
い

狭き
ょ
う

隘あ
い

な
農
地
に
適
し
た
施
設
園
芸
の
技

術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に

多
い
気
仙
杉
の
間
伐
材
や
規
格
外
材
な

ど
を
有
効
活
用
し
て
、
農
業
振
興
だ
け

 ʮΫロϚグロ৯͢ɾकるʯをಡみ、ݯࢿ
͕ͲんͲんݮっているײػةをࠃຽશମで
な͖޷い·したɻ୭΋͕େࢥ༗͢΂͖ͩとڞ
Ϛグロをݯࢿとして࢒してい͘޻෉、஌ܙを
みんなでग़͢΂͖で͢Ͷɻ（50୅ɾஉੑ）

 ౦೔ຊେ਒ࡂで͸、Ἒ৓΋େมͩったで
しΐ͏ɻʮ໌೔をͭ͘るʯをݟて、ੜしら͢က
ఆ৯を৯΂ʹ行͖たいとࢥい·したɻେม
なۤ͝࿑͕͋ったとࢥい·͕͢ঁੑ部のօ
さんのؤுΓとসإʹϗοとしな͕らಡみ
·したɻ（50୅ɾঁੑ）

 ݄̔߸͸େม಺༰のೱいࢽ໘でしたɻಛ
ʹϚグロֶとしての஌͕ࣝ๛෋で、ߟࢀʹな
Γ·したɻϚグロのおण͕࢘Ұஈとおいし͘
৯΂らΕ·͢ɻ（60୅Ҏ্ɾঁੑ）

 水࢈ிʮۀړऔక船ʯの͜とをॳΊて஌Γ
·したɻ೔ຊのݯࢿۀړをकるたΊのաࠅ
なࣄ࢓ʹ಄͕Լ͕Γ·͢ɻ（40୅ɾঁੑ）

 ʮঙ಺ɾ৯のϫϯμーϥϯυʯで͸、人ʑの
ॿ͚߹い΍೤い͕ͪ࣋ؾ఻ΘΓ、ײಈし·し
たɻ（30୅ɾஉੑ）

์ࣹੑセγ΢Ϝに
ؔ͢る৘ใに͍ͭて
農ྛਫ産লのϗーϜϖーδ
�ʢ東日本େ਒ࡂにؔ る͢৘ใʣを͝ ཡ͘ ͩ͞ ͍ɻ
IUUQ���XXX�NB⒎�HP�KQ�
ଳి࿩用ϗーϜϖーδܞ
IUUQ���XXX�NB⒎�HP�KQ�NPCJMF�

とすࢽใ޿もΑりΑいޙࠓ
るため、ಡऀアンέーτに͝
ͩ͘ྗڠ ͞い。農ྛਫ産ল
のϗーϜϖーδ、޿ใࢽaff
のサΠτ͔Βճ౴で ま͖す。

૝をײB⒎ʢ͋ふʣのࢽใ޿
おฉ͔͍ͤͩ͘͞

ಡऀのօ͞ま͔ΒͤدΒΕた
ʰaffʱ̔ ݄߸の͝ҙݟ΍͝ײ૝を঺հします。

ಡऀの੠

਋スτーϒで౮༉のஆ๪ػฒみのอԹޮՌ͕ಘ
らΕたɻʮ਋をࣗ ௐୡで͖ݾ るならίスτをかなΓ࡟
で͖ݮ ·͢ ʯ（઒ଜさん）

্ʗ໦ࠎϋ΢スでऩӹੑの
੒Γੑいͪ͝のपقい࢛ߴ
೥栽培実用ԽʹऔΓ૊Ή
Լʗ઒ଜߒ美ࣨ長（ӈから２
൪目）とؠखݝ೶ۀ研究η
ϯλーೆ部Ԃܳ研究ࣨのみな
さん

೶ྛ水࢈ল͸、೶ྛ水࢈施ࡦをΑΓత֬ʹ਱
行で͖るମ੍を੔උ͢るたΊ、ฏ੒27೥10

݄̍೔ʹ೶ྛ水࢈লのຊলٴͼ஍ํ೶੓ہ
౳の૊৫࠶ฤを行い·したɻ
ৄし͘͸、೶ྛ水࢈লのϗーϜϖーδを͝ཡ
ͩ͘さいɻ

農林水産省の組織が変わりました

IUUQ���XXX�NB⒎�HP�KQ�K�PSH�RVPUB�
2015�TPTJLJ�IUNM
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岩
手
県
の
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
（
大
船

渡
市
農
業
協
同
組
合
）
の
管
内
（
大
船

渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
気
仙
郡
住
田
町
）

は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り

４
６
０
ha
も
の
広
大
な
農
地
が
浸
水
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な
と
自
体
も
19
の
本
支

店
中
12
店
が
流
出
、
全
壊
し
ま
し
た
が
、

震
災
後
た
だ
ち
に
災
害
復
興
営
農
対
策

会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て
き

た
仲
間
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を

す
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
自
ら
地
域

農
業
の
担
い
手
と
な
れ
る
農
業
生
産
法

人
を
作
り
、
復
旧
・
復
興
を
牽
引
し
、

地
域
に
貢
献
し
よ
う
」

思
い
を
一
つ
に
、
平
成
24
年
８
月
に
設

立
し
た
の
が
、
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
お
お
ふ
な

と
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

農
業
振
興
、
雇
用
創
出
、
人
材
の
確

保
と
育
成
を
事
業
の
３
本
の
柱
と
し
て
、

水
稲
の
育
苗
や
菌
床
し
い
た
け
の
栽
培

な
ど
か
ら
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
当
初

２
人
だ
っ
た
従
業
員
は
、
現
在
30
人
以

上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
設
立
当
初
、
復
旧
・
復
興
に
手
間
取

れ
ば
、
農
家
の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ

か
ね
な
い
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
」
と

統
括
部
長
・
船
田
秋
美
津
さ
ん
は
言
い

ま
す
。「
仕
事
の
内
容
と
し
て
は
復
興
整

備
さ
れ
た
農
地
で
の
農
作
業
の
受
託
が

多
い
と
見
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
想
定

し
た
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
家

が
想
像
以
上
の
が
ん
ば
り
で
、
自
ら
復

興
を
進
め
て
く
れ
た
た
め
で
す
」

そ
の
代
わ
り
に
積
極
的
に
作
業
受
託

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

が
食
料
生
産
地
域
再
生
の
た
め
の
先
端

技
術
展
開
事
業
（
先
端
プ
ロ
）
で
す
。

先
端
プ
ロ
と
は
、
被
災
し
た
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
の
食
料
生
産
地
再
生

を
目
的
と
す
る
農
林
水
産
省
の
委
託
事

業
で
あ
り
、
産
学
官
の
共
同
組
織
が
事

業
を
受
託
し
、
地
域
の
生
産
法
人
と
連

携
し
て
最
新
技
術
を
組
み
合
わ
せ
最
適

化
し
、
体
系
化
す
る
た
め
の
実
証
研
究

の
取
り
組
み
で
す
。

岩
手
県
で
は
、
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

南
部
園
芸
研
究
室
が
共
同
組
織
の
一
員

と
し
て
実
施
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
25
年
度
か
ら
三
陸
の
沿
岸
部
に
多
い

狭き
ょ
う

隘あ
い

な
農
地
に
適
し
た
施
設
園
芸
の
技

術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に

多
い
気
仙
杉
の
間
伐
材
や
規
格
外
材
な

ど
を
有
効
活
用
し
て
、
農
業
振
興
だ
け

文／下境敏弘

被災した農地を復興し、農業の担い手を育成するために立ち上がった
農業生産法人株式会社ＪＡおおふなとアグリサービス。
岩手県農業研究センター南部園芸研究室とともに、先進的な事業に取り組んでいます。

担
い
手
と
し
て
津
波
被
害
の

復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む

中
山
間
地
の
施
設
園
芸
と

地
域
木
材
の
有
効
活
用

船田秋美津統括部長（左から２人目）とＪＡおおふなとアグリサービスのみなさん

vol.6

東日本の
復旧・復興に向けて

明日を
つくる施設園芸と地域木材活用で

地元の農業を守る

先端プロ実証研究で、水稲育苗
施設の遊休期間を利用したパプリ
カの栽培を行っている

農業生産法人
株式会社ＪＡおおふなと
アグリサービス
岩手県農業研究センター

岩手県陸前高田市

22October 2015 |  
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